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中期経営計画の策定に関するお知らせ 

 

 

 本年は当社創立10周年に当たりますが、当社グループは、平成29年3月期～平成33年3月期

を対象期間とする第1次中期経営計画“Protostar”を策定し、スタートさせましたので、お知ら

せいたします。連結営業利益は、平成28年3月期実績の16.1億円に対し、平成29年3月期20.5

億円、平成33年3月期50.0億円を目標とし、長期的には100億円を目指します。 

 要旨は以下の通りですが、詳細資料につきましては、当社IRサイト(http://ir.zigexn.co.jp/)

をご覧ください。 

 

 

  

１．じげんが目指す方向性 

 

当社は、情報量が爆発的に増加し、情報と人の距離がゼロに近づく環境下において、大量の情報

を有機的に収束、再構築し、パーソナライズして届けることで、ユーザーの行動を促進するプラッ

トフォームを創出することを目指します。中期経営計画の期間内においては、下記の 3 点に注力い

たします。 

 

(1) サプライチェーンの垂直統合: 情報の再構築やユーザー集客への特化から、流通、コンテ

ンツ生成まで機能を拡張して内製化し、新たな付加価値の創出を目指します。 

(2) 既存領域におけるビジネスモデルの多様化: 求人や不動産といった既存の展開領域におい

て、 関連する周辺分野への進出を積極化し、ビジネスモデルを多様化させます。 

(3) 経営資源を活かした新規事業の展開: 圧倒的な情報データベースやユーザーデータベー

ス、豊富なトランザクション、及び顧客基盤といった、全社的な経営資源を活かし、新規事業

を展開します。 

 

 

２．「トリプル25」の達成  

 

当社は、高収益・高効率体質を維持しながら、収益逓増型のビジネスモデルを活かした 継続的

に高い利益成長率を達成するために、中期経営計画の期間内において、営業利益率25%以上、営業利

益年率成長率25%以上、ROE25%以上、を目標とします。 

 

 

 

 

 

 

 



３．経営資源の最適配分による企業価値最大化 

 

当社では、自己資本比率40%以上、のれん/純資産倍率1.0倍程度をあるべき財務水準として設定

しており、これにより、適切な投資予算を確保いたします。経営資源の重点投資対象は求人、不動

産、生活分野として、引き続き、 M&Aにも積極的な姿勢をとります。また、戦略的財務運営の推進

や情報開示の透明性及び比較可能性向上のため、IFRSの導入を検討しております。 

 

 

 

以上 


